
郡山市を含む17市町村からなり、

住民が引き続き現在の居住地で生


活できるように利便性を維持向上


させ、将来にわたって豊かな地域


として持続していくことを目指


し、連携中枢都市圏の形成を進め


ている。

「わかものボーダレスプロジェクト」とは、こおりやま広域圏の将来を担う若者の行政への

参画機会拡充や地元醸成、「新しい発想」による政策への取入れを目的に行う事業です。

こおりやま広域圏に通う高校生9名がそれぞれテーマを決め、全5回にわたり地域課題

の解決に向けて話し合いやフィールドワークを行ってきました。報告会では、高校生

が考えた地域課題解決に向けた取り組みについて発表を行います。

わかものボーダレスプロジェクト2022わかものボーダレスプロジェクト2022
報告会報告会

令和5年1月28日（土）
13:00-15:00 郡山市役所 本庁舎2階　特別会議室

主催：郡山市政策開発課

こおりやま広域圏とは…？

　内　容

・高校生9名によるプレゼン発表

・郡山市長からのコメント

・伴走者からのコメント

【受託者】　株式会社エフライフ／Mail : edu@f-life.org



 

わかものボーダレスプロジェクト 2022 報告会 

 

次 第 

 

日 時：令和５年１月２８日（土） 

13 時 00 分から 15 時 00 分 

場 所：郡山市役所本庁舎２階 特別会議室 

 

  

 

 

１ 開 会 

 
 

２ 市長あいさつ 

 
 

３ 高校生発表及び市長講評 

 

 

４ 総評 
 
 

５ 閉 会 

 



わかものボーダレスプロジェクト2022　参加者

氏名 ふりがな 性別 学年

1 安積 田中　 杏奈 たなか　あんな 女 1
郡山をより音楽の魅力
にあふれる街に

2 郡山東 梨本　義斗 なしもと　よしと　男 2
ボランティアを身近な
ものに

3 郡山 寺尾　怜生 てらお　れい 男 2
高校生と地域防災
～高校生が担う地域の
防災～

4 郡山商業 佐藤　瑠 さとう　りゅう 女 1
未来の子どもたちをみ
んなで育てる

5 郡山北工業 藤田　悟 ふじた　さとる 男 2
福島県ごみ排出量ワー
スト脱却プロジェクト

6 あさか開成 増子　輝良 ましこ　きら 男 2
音楽を使った郡山市の
活性化！

7 女子大付属 小嶋　三貴 おじま　みつき 女 2

ゴミの分別促進とカラ
ス被害を減らそう
～カラスってどうやっ
たら近づかないの？～

8 帝京安積 上遠野　航太 かとうの　こうた 男 2
えごまを世界に
正しいえごまで健康に

9 清陵情報 渡辺　　叶望 わたなべ　かのん 女 2
海や湖をきれいにし
て、きれいな状態を保
ちたい！

音楽に関する職または教育職につきたい
と考えています。最近は政治系もいいな
と思っているので大学は教育学部か政
治・経済学部にしようと考えています。

自分が音楽をやっていて「音楽都市郡
山」があまり浸透していないなと感じ、
素敵なコンセプトをもっと活かしたい！
と思ったからです。

医療関係
国境なき医師団も少し興味がある。

ボランティアが少ないことに疑問を抱い
たから。

海洋生物資源学部
まもなく震災から12年経つと  いうこと
で、成長した私たちが防災について何か
できないかと思ったから。

英語を学べる県外のの短大への進学
海洋生物が苦しんでいる動画を見て、小
さなことでも自分が出来ることはなにか
無いかと思ったから

海外でカメラなどを使って情報発信し、
世界平和に繋げることが目標です。

我が家は育児が難しい親の支援をするた
めに、子供を一時的に預ることが多く、
我が家のような社会が子供を育てる所を
増やしたいと思ったためこのテーマを設
定しました。

大学進学、法学部
SDGsに興味があったことと学校で先生
からゴミ問題について資料を見せても
らったから。

進学後、自治体職員として下積みを積ん
でから海外で働きたい。

地域活性について関心があったから。

郡山女子大学短期大学部  健康栄養学科
に進学して栄養士またはフードスペシャ
リストの資格を得て、食に関するところ
に就職したいと考えています。

普段母がゴミ出しをしていて、カラスが
多いと今日は大丈夫かなといつも大変そ
うにしているのをみて、何か私に出来な
いかなと考えました。
また、私自身、このゴミの捨て方分から
ないな、どうしよう。という場面が多々
あるからです。

料理人・調理専門学校 田村市の魅力を発信したいと思ったから

高校名No.

学生情報
将来の目標(職業、進学(専攻など)) テーマを選定した理由発表テーマ



ボランティアを身近なものに



自己紹介

名前 梨本義斗

生年月日 2005年12月19日

出身 福島

趣味 ピアノ



ボランティアをしたい！

調べてみた結果…

ボランティアが全然ない...

なぜこのテーマなのか



ボランティアを通して、自分の可能性を広げてほしい

せっかくやろうとしたのに…

なぜこのテーマなのか



現状と課題

現状➀

現状➁

ボランティアが少ない

ボランティアに参加しようとする人が少ない



現状➀ ボランティアが少ない

※2023年1月25日現在

activo

• 1件

郡山市社会福祉協議会

• 6件

ジャンルが少ない



現状➁ ボランティアに参加しようと
する人が少ない

●定期的・継続的なボランティア活動に参加したこ
とがある 9.2％

●単発的なボランティア活動に参加したことが
ある 21.5％

●ボランティア活動に興味・関心を持ったこと
はあるが、具体的に行ったことはない 45.6％

●ボランティア活動について見聞きしたこ
とはあるが、興味・関心をもったことがな
い 22.2％

●その他 1.7％

21.5％

45.6％

9.2％

22.2％



ボランティアが少ない
ボランティアに参加し
ようとする人が少ない

ボランティアの魅力
が伝わっていない



①自発性・自主性が育つ

②普段できないような体験ができる

③いろいろな人との出会いがたくさんある

ボランティアの魅力

素晴らしすぎる



なぜボランティアの魅力が伝わってない
のか？

ボランティアの情報が少ない

以前から問題視され続けている



ボランティアの情報が少ない

①小規模団体はボランティアサイトにでてこない

「サイト」ではなく「チラシ」で呼びかけ

②学校などでボランティア説明会や交流の機会が少ない



解決策

ボランティアの企画を募集する



ボランティアの企画を募集する



解決策

知る機会を作る



知る機会を作る



創りたい未来

生み出したい成果

ボランティアを身近なものにする

地域全体が助け合えるような街にする

ボランティアに参加する人が増える

自分の可能性を広げる





高校生と地域防災
〜高校生が担う地域の防災〜

郡山高校 寺尾怜生



自己紹介

２００６年生まれ（５歳時に東日本大震災を経験）

西田学園→郡山高校（２年）

弓道部

第４６期生徒会長

西田学園



このようなニュースが・・・

日本の避難所の環境が世界的にみて低い

高齢者の自力での避難が難しい

→今日の防災の課題

なんとかしたい



防災士の方のお話によると・・・

日中に発生した災害においては

高校生の力が非常に重要



地震発生時間と対応速度の違い

日中 多くの人が勤務中

夜間 多くの人が在宅

→対応が遅れる

→素早い対応

日中は共助が不足→地域の高校生が穴埋め



過去の大きな地震

大地震発生の時間帯

東北地方太平洋沖地震

（東日本大震災）

PM２：４６

令和３年福島県沖地震

PM１１：０７

令和４年福島県沖地震

PM１１：３６

地震発生時間は
バラバラ



高校生を活用するメリット

実際に日中に災害が発生した時、高校生なら・・・

避難所となる学校にいる

地域のことを
よく理解している

教育しやすい



郡山高校で検証（大槻モデル）

災害想定 2:46、M9.0の地震発生。郡山市内で震度６弱を観測。

郡山高校６時限目。生徒、教職員に負傷者なし。校舎

の一部に被害。（窓ガラスの損傷など）

周辺地域一帯が停電及び断水。

（東日本大震災クラスを想定）



大槻モデルの概要

地域巡回チーム

地域の高齢者や障害者の安否

確認、救援。

避難所運営チーム

炊き出しや、物資提供など

の 避難所運営のサポート。

適材適所



活動内容（大槻モデル）

3:00 生徒のほぼ全員の活動可

能を確認。活動開始。

周辺地域の高齢者などを

巡回、避難所（郡山高

校）に誘導。



活動内容（大槻モデル）

3:30 地域巡回チームが戻って

くるタイミングで避難所

開設。

衛生環境の整備。

（簡易トイレの設置など）

↑簡易トイレ



大槻モデルが実現すれば・・・

一人暮らしの高齢者が無事に避難所までたどり着ける。

高校生が避難所運営に関わることで運営効率が良くなり避難所環

境が良くなる。

高校生自身が経験として多くのものを得られる。



大槻モデルの課題と改善案

高校生自身の安全確保

→設備、装備の充実化（ヘルメットなど）

→ボランティア保険への加入

→教育の徹底（救命法など）

地域住民への理解

→日々からの交流

←ボランティア
保険

郡山市独自の保険→



大槻モデルを市内に広める

市内の各高校同士が連携できるシステムをつくり、大槻
モデルを市内に広める

→市の防災力向上‼



大槻モデルを市内に広めるための手立て

各高校代表者による情報共有の機会の創出

総合防災訓練への参加（各校交流・連携の機会）

広報の徹底

郡山市が中心となり講習会の実施をする

↑総合防災訓練のようす



結論

少子高齢化の進む中での地域防災には高校生の力が有効

その仕組みづくり市が中心となって行うことでより確実に
なる

→公助×共助の実現へ



最後に・・・

社会には多くの暗いニュースが溢れているが、その状況に立ち向

かおうとする多くの人たちがいることが分かった。そのような人

たちが口を揃えておっしゃったのが「高校生の力が大きいもの

だ」ということ。これからは社会の課題を見つめ解決できるよう

な高校生、大人になりたいと思った。そしてこのような機会をい

ただけたことに感謝します。ありがとうございました。



ありがとうございました
Thanks for watching.



未来の子どもたちを
みんなで育てる

R5.1.28



自己紹介

•郡山商業高等学校 1年 佐藤 瑠（さとう りゅう）

•趣味：写真を撮ること

家族→



テーマを設定した理由

一時的に子供を預かることが多い

我が家のような場所を増やしたい！



相談する場所を知らない

悩みを抱えたまま子育て

子育てしにくい



・親が子を育てるが定着

・方法を知らない

・知る機会がない



〇地域のイベントなどで私が情報を発信！

〇悩んだ時に助けてくれる場所を増やす

〇授業の一環で子育てに関する共育

〇各地域で一時的な預かりをするお家を増やす



『誰ひとり取り残さない』社会

心のバリアがない世界

社会全体が責任をもって子育てをする



ご清聴ありがとう
ございました



福島県ごみ排出量
ワースト脱却プロジェクト

福島県立郡山北工業高等学校 藤田悟



自己紹介

OvVaw1Omk0v0gtnZoW0u2hwS-rb&ust=1673https://4.bp.blogspot.com/-rWCf6UQZCeM/XNE_fOv-
TSI/AAAAAAABSyA/HWidm1tgO_4xEOwOUDfx_DmUDvVplgGAACLcBGAs/s800/sports_baseball_man_asi

a.png186460515000&source=images&cd=vAAABAEAAABAE

Fujita Satoru

藤田悟
福島県立郡山北工業高等学校
建築科 生徒会会長 野球部

藤田製作所 (個人事業

主)
日本学生eスポーツ協会

夢
弁護士
政治家

イラスト：いらすとや



テーマ設定理由

ある日先生の先生との何気ない会話の中で福島県のごみの排出量
についての話をした。
そこで先生からこれこのままじゃやばいから生徒会でも何かやっ
てみたらどうだと言われた。
↓
この話について興味がわいた。
自分の夢ややりたいことにもつながりそうと思った。
↓
わかものボーダーレスプロジェクト
↓
実行

どうしたら福島県はごみの排出量ワーストを脱却できるのか

資料：環境省ホームページより



福島県の現状

資料：福島中央テレビホームページより



課題の原因

資料：国立環境研究所より資料：環境省一般廃棄物処理実態調査より



課題の原因

資料：環境省一般廃棄物処理実態調査より



課題の原因

https://www.fct.co.jp/fukushima_gomigenryou/img/sdgs_icon.png

資料：福島中央テレビホームページより

・認知度が低い
・意識が低い
・やり方が分からない
・やる意味が分からない
・価値を見いだせない
・いま生きているから問題ない
etc



課題の解決策

生ごみや水分を減らす方法
・ごみを乾燥させる→半分にできる
・コンポストを使う→生ごみを0にできる

紙・布ゴミを減らす方法
・紙を資源回収へだす→3割以上減らせる
・布をリユースする→3割以上減らせる

認知度を上げるためには
・自治体やメディア、企業が取り組む
・インフルエンサーが発信
・イベントを行う

活動の行い方を発信する
この活動の意味を発信する
今後どうなってしまうかを発信する

小さなことでもコツコツ行って
この活動の輪を広げていく



課題の解決策

https://www.google.com/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Ftshop.r10s.jp%2Fmiyumiyushop%2Fcabinet
%2Fr_1601728726%2F4919403067654.jpg%3Ffitin%3D720%253A720&imgrefurl=https%3A%2F%2Fite
m.rakuten.co.jp%2Fmiyumiyushop%2F4919403067654%2F&tbnid=Oml_bAjW9Q653M&vet=12ahUKEwj

agIrRy8T8AhWLAqYKHQurBxcQ94IIKAN6BQgBEO8B..i&docid=g2X0AG-
m39TGFM&w=720&h=720&q=sdgs%E3%83%90%E3%83%83%E3%83%81&ved=2ahUKEwjagIrRy8T8
AhWLAqYKHQurBxcQ94IIKAN6BQhttps://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.city.ta

mura.lg.jp%2Fsoshiki%2F8%2Fseikatu-gomi-
dasikata1.html&psig=AOvVaw0FBQ_mH69bzdz93zutXWDi&ust=1673703349621000&source=images&cd

=vfe&ved=0CBAQjRxqFwoTCNCcz_7UxPwCFQAAAAAdAAAAABAEgBEO8B

今あるものをご紹介

分別のできるごみ袋
福島県では
画期的なアプリも

郡山市には
3R推進課がある



課題の解決策

これらのことから

情報発信が必要
と私は考えます



課題の解決策

情報発信をするためには…

イベントを開こう‼
イベントコンセプト
・あくまでもSDGsのイベントではない(人を集めるため)
・楽しく何気にこの活動に参加している状態を作る
・リピートしてもらえる
・実践できる
・SDGs、福島県のごみ問題について理解してもらえる



課題の解決策

自分でもできるイベント…

eスポーツイベントだ‼



課題の解決策

https://www.google.com/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Ftshop.r10s.jp%2Fmiyumiyushop%2Fcabinet
%2Fr_1601728726%2F4919403067654.jpg%3Ffitin%3D720%253A720&imgrefurl=https%3A%2F%2Fite
m.rakuten.co.jp%2Fmiyumiyushop%2F4919403067654%2F&tbnid=Oml_bAjW9Q653M&vet=12ahUKEwj

agIrRy8T8AhWLAqYKHQurBxcQ94IIKAN6BQgBEO8B..i&docid=g2X0AG-
m39TGFM&w=720&h=720&q=sdgs%E3%83%90%E3%83%83%E3%83%81&ved=2ahUKEwjagIrRy8T8

AhWLAqYKHQurBxcQ94IIKAN6BQgBEO8B

誰でも簡単にできることを知ってもらう
このようなコミュニティーから協力者を増やしていくことが大事だと私は思います

今回のイベントで行うこと

SDGsグッツや製品の提供、販売を行う

開場に設置するごみ箱を分別できるものにする

オープニングイベントやチラシなどに福島県のごみ問題、SDGsに関する記載をする

＋α

今後資源がなくなってしまうとゲームができなくなることを伝える



課題の解決策

https://www.google.com/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Ftshop.r10s.jp%2Fmiyumiyushop%2Fcabinet
%2Fr_1601728726%2F4919403067654.jpg%3Ffitin%3D720%253A720&imgrefurl=https%3A%2F%2Fite
m.rakuten.co.jp%2Fmiyumiyushop%2F4919403067654%2F&tbnid=Oml_bAjW9Q653M&vet=12ahUKEwj

agIrRy8T8AhWLAqYKHQurBxcQ94IIKAN6BQgBEO8B..i&docid=g2X0AG-
m39TGFM&w=720&h=720&q=sdgs%E3%83%90%E3%83%83%E3%83%81&ved=2ahUKEwjagIrRy8T8

AhWLAqYKHQurBxcQ94IIKAN6BQgBEO8B

継続して行うこと
輪を広げて行くことが大切

自治体、企業ができること

自治体
・呼びかけや活動発信を行う
・分別用のごみ袋を作る
・分別可能なごみ箱の設置
・ごみ出しの基準を厳しくする
・条例を作る
・補助制度、補助金を作る
・ごみの有料化
・だされたごみの再分別

企業
・ごみを出す前の分別
・過剰梱包をなくす
・プラスチック製品の廃止
・生ごみのたい肥化
・情報発信
・同種企業や異種企業と協力をしてイベ
ントなどを開く



課題の解決策

https://www.google.com/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Ftshop.r10s.jp%2Fmiyumiyushop%2Fcabinet
%2Fr_1601728726%2F4919403067654.jpg%3Ffitin%3D720%253A720&imgrefurl=https%3A%2F%2Fite
m.rakuten.co.jp%2Fmiyumiyushop%2F4919403067654%2F&tbnid=Oml_bAjW9Q653M&vet=12ahUKEwj

agIrRy8T8AhWLAqYKHQurBxcQ94IIKAN6BQgBEO8B..i&docid=g2X0AG-
m39TGFM&w=720&h=720&q=sdgs%E3%83%90%E3%83%83%E3%83%81&ved=2ahUKEwjagIrRy8T8

AhWLAqYKHQurBxcQ94IIKAN6BQgBEO8B

この話を聞いていただいた皆さんは
福島県や世界のごみ問題解決に取り組むために必要な仲間です
ぜひ今日から
実践してみてください

SDGsに取り組むことは地球のためにも、誰かのためにも、自分のためにもなる

今回私が提案したことは難しいことでもたくさんのお金がかかることでもありません

皆さんひとりひとりのの小さな力がこの地球を変えるのだと私は確信しています



作り出したい未来、生みだしたい成果

・クリーンな町

消耗品にプラスチックを使わない

原動力を電気に

ごみをださない

・持続可能な社会

みんなでひとつのことに本気で取り組める社会を作りたい

みんなが幸せに暮らせる社会を作りたい

協力しあえる社会を作りたい

今回のテーマである

福島県ごみ排出量ワースト脱却

福島県の取り組みや今回の取り組みを
参考にほかの地域へ広げていき
世界的な活動になったらいいと思う

ひとりひとりのちいさな行動が大きな力になる



ご清聴ありがとうございました



音楽を使った郡山市の活性化！

あさか開成高校2年増子輝良



自己紹介

• 2005年5月20日生まれ

• 郡山市出身

• 行健小・中→あさか開成高校→福島大学(希望)

• 趣味 ex)運動をすること・音楽を聴くこと etc…..

• 将来の目標 進学後、自治体職員として下積みを積んでから海外で働きたい！



テーマ設定の理由

• 音楽を通して復興してきた郡山、音楽都市と言われるほどにまで成

長

• 自分も音楽を通し救われたエピソードが沢山あり音楽は人を救うこ

とが出来る唯一無二のコンテンツだと感じたから！

• 誰しも音楽を聞いて体験したエピソードがあると思うのでその素晴

らしさを感じてもらいたい！

• 地域を盛り上げるためにROCK IN JAPAN FESTIVALのような野外

フェスの会場を提案したい！



おさらい ROCK IN JAPAN FESTIVAL とは？

・誰しもが1度は耳にしたことがある単語
・ROCK IN JAPAN FESTIVALは、ロッキング・オ
ン・ジャパンが主催・企画制作を手掛ける日本最大
の野外ロック・フェスティバル
・毎年8月開催
・会場千葉市蘇我スポーツ公園(2021年までは国営
ひたち海浜公園)
・2019年までの20年間で累計約360万人を動員
・5万人〜6万人収容可能な規模
・有名なアーティストが集い生歌を聞ける夢の場所



現状と課題

• 郡山市にもライブ会場はいくつかあるのが現状

⬇

しかし、調べてみると全てが小規模で行われている

・課題としては、他県からの人があまり来てない

魅力をあまり感じられない

土地の利用状況があまり良くない

ここで分かるのは野外フェスがない
https://www.livebu.com/search?p=1&pref=7&k=%25E9%2583%2

5A1%25E5%25B1%25B1%25E5%25B8%2582



課題の原因

http://www.kda.gr.jp/map.html

・音楽の都市郡山を知っている人が少
ない
・他県などと比べると情報発信があま
り行われていない
・見てわかる通り3箇所、他には無い
・土地の利用状況的に市中心部だけで
ある
・広い土地を利用して野外フェスの会
場を設立してみてはどうだ？



このままだと市中心部だ
けが栄えてしまう！

https://www.istockphoto.com/jp/%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88/%E4%BA%BA%E3%

80%80%E3%81%9F%E3%81%8F%E3%81%95%E3%82%93

どうにかして全ての町
に人がいる状態にした

い！



課題の解決策



ゴミの分別促進とカラス被害を減らそう

〜カラスってどうやったら近づかないの？〜

小嶋 三貴

郡山女子大学附属高校 2年



✔ 自己紹介🧬
名前📛: おじま みつき

学校🏫: 郡山女子大学附属高校

自慢できる特技や趣味は特にありません！！

話をまとめることがとても下手で
よく何を説明しているか分からない！

と言われます。本日はまとめて頑張ります！



ゴミ出しの度にカラスがゴミ袋を破り、
散らかしている為、なにか対策出来ないかと思った

学校でも、家でも細かくは分別出来ていないと
感じた

テーマ設定の理由



現状と課題

現状 課題

・ゴミ出しの度にカラスの被害

・分別がしっかり出来ていない

①ゴミ出し場の見直し

・カラス対策の見直し

②ゴミの出し方



課題の原因①

・ゴミ出し場の網があまり役にたっていない

・カラスを気にしないで雑に捨てている

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

▶ なぜカラスの被害があるの？？

▶ 網を見直そう！！！

いらすとや より使用



▶ なぜ細かく分別できないのか？

課題の原因②

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

・ 捨て方が良く分からないものがある

・ただ単にめんどうくさい

・手間がかかってしまう

いらすとや より使用

▶ 捨て方をまとめちゃおう！！



課題の解決策①

▶ 網を見直そう！！！
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

今の時点でよく見るのが、黄色い網です。
カラスが近付かない色は無いのか、苦手なものは無いのか。

いくつか調べてみた結果  あまり意味が無い。

そこで考えたのがゴミ捨て場らしくないデザイン
だったり、音がでたりするハイテクなもの

しかし、カラスのくちばしが届かなければ解決

▶ 網を立体的にしてしまおう！！！



できるなら全て マンションやアパートのようなところの
小屋風 ゴミ捨て場にしてしまいたい！！！

▶ 場所には限りがある
▶ 狭いところでもできる必要がある

けれど・・・

実はもうそれを活用しているところがあります



ここのデザイン練り中です



課題の解決策②

▶ 捨て方をまとめちゃおう！！

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

郡山市のサイトには細かい種類のゴミの捨て方がありました！
これをもっと手間をかけないで知る方法は無いのか？

▶これを 小さな冊子にして
各家庭に配付する
または
お店などに置いて必要な方が持っていく



創り出したい未来・生み出したい成果

ゴミの捨て方が良くない、間違えている。
もっと意識しないとダメだ。と言われないような

分別して当たり前。な未来

カラス被害でゴミ出しが憂鬱にならないような未来

SDGsを当たり前に意識して
地球を大切にする未来



ご清聴ありがとうございました！！

使用サイト
・郡山市  https://www.city.koriyama.lg.jp/soshiki/55/1050.html
・いらすとや   

https://www.city.koriyama.lg.jp/soshiki/55/1050.html


海や湖をきれいにして、
きれいな状態を保ちたい！



清陵情報高校 ２年生

渡辺叶望

海や水族館が好きで、

猪苗代湖にもよく行く機会がありました！



動画投稿サイトで、

ウミガメやアザラシなどの海洋生物が

プラスチックごみに引っかかって苦しんでいる

動画を見た



苦しむ海洋生物が

少しでも減ってほしい！



海に捨てられた

沢山のプラスチックゴミ

最近特に問題になっている、、、



つまり、

リサイクルできるはずのプラスチックが

海に捨てられてしまっている、、、



なぜなら、

みんながプラスチックを

リサイクルしたいと思っていないから



みんなにプラスチックをリサイクルしたいと

思ってもらうにはどうすればいい？



リサイクルしたプラスチックで

なにか商品を作り、それを発売することで

みんなにプラスチックリサイクルに

興味を持ってもらう？



→高校生が「商品を作る」というのは

あまり現実的でない、、

→リサイクルに使うプラスチックが

集まらなかったら？



プラスチックのリサイクルの

順番を考えてみる！



プラスチックをリサイクルする過程に

工夫を加えることでプラスチックの回収量を

増やすのではなく、

プラスチックを回収する過程に

工夫を加えるほうが良いのでは？



→みんなにプラスチックをリサイクルしたいと

思ってもらえるような

プラスチック専用のごみ箱を設置したい！



しかし、

アイデアを考えるのに

とても苦戦しました、、、



「子供から学生に

興味を持ってもらえるように」

という考えのもと、

デザインを考えました！







目につきやすい色で、

かわいらしくて、

写真を撮って楽しんでもらえるように！



友達に手を貸してもらった案と

自分で考えた案の２つを紹介します！



ハートのボタンを押すと、
口が開いてプラスチックゴミが
捨てられるようにれるようになる！

目が大きくて
とてもかわいらしい見た目！









このようなゴミ箱を設置することで、

みんなにプラスチックをリサイクルしたいと

思って貰える社会を創りたい！
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